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羽生市議会議員 動かせ羽生！ゼロからの挑戦！ 

中島 なおき   無所属  38 歳 

BLOG「ゼロからの挑戦日記。」ほとんど毎日更新中！ 中島なおき l 検索 

決
意 

 
 

前
職
を
覚
悟
と
決
意
で
退
職
し
、
単
身
、
政
治
活
動
を

始
め
て
か
ら
四
年
が
経
過
し
ま
す
。
決
し
て
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
常
に
足
元
を
見
つ
め
な
が
ら
、
羽
生
市
の
発
展
の
み

な
ら
ず
、
「
持
続
可
能
な
世
の
中
の
構
築
」
、
「
共
生
社
会
の

実
現
」に
向
け
、
精
い
っぱ
い
の
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。 

 

「
市
議
会
」
と
い
う
合
議
体
の
中
で
は
、
唯
一
の
三
十
代
の

議
員
で
あ
る
が
ゆ
え
、
議
員
と
し
て
の
価
値
観
の
相
違
と
、
世

代
の
懸
隔
に
多
く
の
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
自
己
主
張

だ
け
が
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ま
ぜ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
多
く
の
政
策
を
実
現
す
る
に
至
って
お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
議
会
で
の
提
言
の
み
な
ら
ず
、
定
例
会
ご
と
に
約

一
万
部
の
広
報
誌
を
配
布
、
休
む
こ
と
な
く
ブ
ロ
グ
を
更

新
、
政
務
調
査
費
の
使
途
全
面
公
開
、
議
会
報
告
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
選
挙
の
前
だ
け
で
は
な
い
、
目
に
見
え
る
活
動

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
若
手
政
治
家
養
成
塾
の
副
代

表
に
就
任
し
、
後
進
の
育
成
に
励
む
と
と
も
に
、
埼
玉
県
内

外
の
若
手
議
員
た
ち
と
の
積
極
的
な
活
動
や
自
身
の
発
言
が

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
書
籍
な
ど
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
新
た
な
政
治
ス
タ
イ
ル
、
議
員
と
し
て
の
活
動
ス
タ
イ
ル

を
求
め
て
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
志
半
ば
の
現
在
、
本
年
四
月
に
は
統
一
地
方
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
中
島
は
、
あ
く
な
き
挑
戦
を
す
べ
く
、
全

力
で
春
を
駆
け
抜
け
る
決
意
で
お
り
ま
す
。 

 

「
ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦
」
～
第
２
章
～
の
始
ま
り
に
み
な
さ
ま
の

お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

羽
生
市
議
会
議
員  

中
島 

直
樹 

●

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
総
力
報
道
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

に
堂
々
登
場
。
市
議
会
議
員
年
金
の
見
直
し

を
全
国
に
向
け
て
訴
え
る
。 

 
 

昨
年
、
１
月

日
に
早
朝
６
時
か
ら
５
時
間
半
の
取
材
を
受

け
、
２
月
９
日
午
後
７
時
か
ら
右
記
の
番
組
で
放
送
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
影
響
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
市
議
会
議
員
年
金
は

本
年
６
月
に
廃
止
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

●

若
手
政
治
家
養
成
塾 

副
代
表
に
就
任 

 
 

中
島
自
身
が
選
挙
の
イ
ロ
ハ
、
政
治
の
イ
ロ
ハ
を
学
ん
だ
「
若

手
政
治
家
養
成
塾
」。
先
代
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
継
ぎ
、
中
島
が

副
代
表
に
就
任
し
ま
し
た
。
本
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
塾
生
６
名

が
市
政
、
区
政
、
県
政
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定
で
す
。 

●

公
職
研
「
自
治
体
職
員
研
修
」
か
ら
執
筆
依

頼
～
議
会
を
変
え
る
議
員
を
つ
く
る
～
を
寄
稿 

 
 

若
手
政
治
家
養
成
塾
副
代
表
と
し
て
、
羽
生
市
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
専
門
誌
か
ら
議
会
改
革
に
つ
い
て
４
８
０
０
字
の

執
筆
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
本
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
！ 

 
 

～
三
つ
の
約
束
～ 

①
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
、
配
布
し
続

け
ま
す
。 

②
政
治
活
動
を
公
開
し
続
け
ま
す
。 

③
羽
生
の
魅
力
を
埼
玉
県
内
外
に
広

め
ま
す
。 

 



ご
く
普
通
の
若
者
が
わ
が
子
の
生
誕
を
き
っ
か

け
に
、
自
ら
が
住
む
ま
ち
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
、
自
分
の
住
む
ま
ち
に
す
ら
関
心
の
な

か
っ
た
若
者
で
あ
る
。
議
会
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る

は
ず
も
な
か
っ
た
。 

市
政
、
議
会
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
議
員
の

数
は
20
余
名
、
平
均
年
齢
は
60
歳
を
超
え
て
お
り
、

同
世
代
の
代
弁
者
が1

人
も
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
時
、
自
分
の
ま
ち
に
つ
い
て
調
査
を
通
し

て
詳
し
く
な
っ
て
い
た
若
者
は
、
市
の
平
均
年
齢
が

44
歳
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
市
民
と
議
会
に

こ
こ
ま
で
の
世
代
差
が
あ
る
と
は
…
。
そ
ん
な
状
況

を
傍
観
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。 

資
金
も
組
織
も
持
た
ず
選
挙
に
挑
み
、
当
選
し
た

と
い
う
候
補
者
を
数
知
れ
ず
見
聞
き
す
る
が
、
果
た

し
て
都
市
部
と
は
決
し
て
言
え
な
い
こ
の
ま
ち
で

本
当
に
そ
ん
な
こ
と
が
通
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

ん
な
と
き
に
新
聞
で
「
若
手
政
治
家
養
成
塾
・
塾
生

募
集
」
の
記
事
を
目
に
す
る
。 

 ●
第
１
期 

若
手
政
治
家
養
成
塾
（
平
成
18
年
９
月
～
） 

塾
役
員
構
成 

代
表
幹
事 

兼 

塾
長
白
土
幸
仁
（
春
日
部
市
議
） 

事
務
局
長
（
会
計
）
菅
原
文
仁
（
戸
田
市
議
）
副
代

表
幹
事 

兼 

神
奈
川
塾
長 

大
桑
正
貴
（
横
浜
市

議
）
監
査 

平
松
大
祐
（
新
座
市
議
）
広
報
担
当
幹

事 

永
沼
宏
之
（
行
田
市
議
）
・
松
本
武
洋
（
和
光

市
議
） 

 
 
 

※ 

肩
書
き
は
当
時
の
も
の 

塾
の
設
立
趣
旨
は
「
２
０
０
６
年
夏
、
関
東
の
若 

～
議
会
を
変
え
る
議
員
を
つ
く
る
～ 

第
２
期
若
手
政
治
家
養
成
塾
副
代
表 

羽
生
市
議
会
議
員 

中
島
直
樹 

 

 

手
地
方
議
員
有
志
は
『
地
盤
・
カ
バ
ン
・
カ
ン

バ
ン
は
無
く
と
も
高
い
志
で
政
治
家
を
目
指
す
若

者
を
支
援
し
、
地
方
か
ら
日
本
を
変
え
る
』
こ
と

を
目
的
と
し
、
党
派
に
属
さ
な
い
若
者
の
議
会
進

出
を
支
援
し
ま
す
。
若
手
政
治
家
養
成
塾
は
、
単

な
る
当
選
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、
次
世
代
の
責
任

あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。
特
に
、
下
記
の

３
つ
の
力
を
鍛
錬
し
て
い
き
ま
す
。 

①
政
治
哲
学
を
持
ち
、
こ
れ
を
背
景
に
自
ら
政
策

を
探
求
す
る
力 

②
政
策
実
現
の
た
め
自
ら
行
動
す
る
力 

③
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
人
を
惹
き
つ
け
る
力 

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

平
成
18
年
9
月
に
埼
玉
県
内
の
20
代
か
ら
30

代
の
若
手
議
員
が
中
心
と
な
り
開
講
し
た
。
翌
年

の
平
成
19
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
、
地

方
自
治
の
基
礎
か
ら
街
頭
演
説
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

授
し
、
一
人
で
も
多
く
の
若
手
議
員
を
増
や
す
の

が
目
標
で
あ
っ
た
。 

塾
生
と
し
て
応
募
し
て
き
た
の
は
約
40
人
。
小

論
文
（
テ
ー
マ
は
「
私
が
政
治
家
に
な
っ
た
ら
」）

と
面
接
で
選
考
し
、
半
分
に
絞
っ
た
。
政
党
や
特

定
の
支
持
団
体
が
な
い
人
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
親
の
地
盤
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
人
の
入
塾
は

認
め
な
か
っ
た
。 

そ
し
て
、
９
月
中
旪
に
「
若
手
政
治
家
養
成
塾
」

は
開
講
さ
れ
た
。
塾
生
は
20
名
で
ス
タ
ー
ト
。
塾

生
の
中
に
は
会
社
員
、
主
婦
、
自
治
体
職
員
、
教

員
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
多
種
多
彩
の
人
々
が
集
ま

っ
た
。 

平
成
19
年
１
月
ま
で
の
6
回
の
講
義
で
、
１
期

目
、
２
期
目
の
現
職
若
手
議
員
ら
が
徹
底
的
に
選
挙

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
。
政
策
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の

作
り
方
、
配
り
方
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
に
目
線
の
置

き
方
ま
で
細
部
に
至
る
指
導
、
街
頭
演
説
や
チ
ラ
シ

配
り
な
ど
の
実
習
も
行
わ
れ
た
。 

選
挙
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で
は
な
い
。
現
職
若
手
議
員

が
講
師
役
を
務
め
、「
地
方
議
会
の
現
状
」
や
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
講
義
を
行
い
、
教
育
施
策
の
先
進

自
治
体
へ
の
視
察
も
実
施
し
た
。
財
政
指
標
の
読
み

取
り
方
、
自
分
の
住
む
自
治
体
の
課
題
や
特
徴
を
見

つ
け
方
な
ど
、
講
義
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で

あ
っ
た
。 

ま
た
、
年
が
明
け
て
、
人
々
の
興
味
が
統
一
地
方

選
挙
に
向
い
て
く
る
と
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
等
、

複
数
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
、
若
手
政
治
家
養
成
塾
の
活
動
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ

イ
ム
に
テ
レ
ビ
の
全
国
ネ
ッ
ト
で
お
茶
の
間
に
届
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。 

塾
生
20
名
の
う
ち
、
正
真
正
銘
「
地
盤
、
看
板
、

カ
バ
ン
」
な
し
で
６
名
が
統
一
地
方
選
挙
で
市
区
議

会
議
員
選
挙
、
首
長
選
挙
に
立
候
補
。
統
一
地
方
選

挙
か
ら
時
期
を
ず
ら
し
て
３
名
が
立
候
補
す
る
も
、

結
果
は
厳
し
く
、
２
勝
７
敗
で
第
１
期
の
「
若
手
政

治
家
養
成
塾
」
と
し
て
の
活
動
を
終
え
た
。 

 

次
号
へ
続
く
…
。 

 

 

議
会
は

変
わ
る 


